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研究の目的

就労形態が多様化する中で, 伝統的な労働者の働き方とは異なる新たなタイプの就労をす

る者が増えてきており, 新たな就労形態においては, 法的に ｢労働者｣ 性の判断が容易でな

いことが少なくない｡ 総じて労働者概念には, 大きく二つの問題, 第一に労働者概念の明確

性の問題, 第二に労働法上の保護を ｢労働者｣ に独占的に認めることの問題を指摘すること

ができる｡

こうした就労形態の多様化を背景とした労働者性についての問題は, 他の先進諸国でも共

通して起こっていることから, 本研究では, 欧米７ヵ国について, 労働保護法の適用範囲,

｢労働者｣ 概念の定義とその判断基準及びこれに関連する問題について比較法的な検討を加

えることとした｡ 研究方法としては, 当該７ヵ国の労働法研究者とのセミナーを開催 (平成

16年３月９, 10日) し, 各国からの論文及び討議を通じて法制度の現状と論点をとりまとめ

た｡

なお, 本報告書では, 日本の労働基準法に相当するような伝統的な労働保護法上の保護の

対象者を指す場合には ｢労働者｣, 経済的な従属性を考慮して ｢労働者｣ よりも拡大された

範囲の者を指す場合には ｢就労者｣, さらに, 自営業者も含めて指す場合には ｢就業者｣, と

いう用語をあてている｡

研究結果の要旨

１. 各国法制度の概観

(１) ドイツ法

日本法における労働者概念に関する議論に最も大きな影響を与えているとみられるドイツ

法では, 日本法と同様, 労働者概念は労働法の適用対象を画する概念となっている｡ ただ,

労働者概念自体は日本法とは異なり, 制定法上明確に定義されておらず, 判例により定義が

行われてきた｡ 労働者の定義の中核的な要素は人的従属性であり, その具体的なメルクマー

ルについては, ｢指揮命令拘束性｣ や ｢事業所への編入｣ が挙げられている｡ ｢経済的従属性｣

は, 初期の判例において労働者の定義から除外されており, 現在でも判例は, 経済的な要保

護性を考慮して労働者概念を弾力的に捉えることには慎重である (但し, ヴァンク教授は経

済的従属性を採り入れた労働者の定義を提案し, 一時的に立法にも採り入れられた)｡ 労働

者の定義は労働法全体に共通のものであり, 社会保障法上の労働者概念とも一致している｡

ドイツ法においても, 労働者性の判断は, その就労の実態に応じて客観的に判断されるも

のと解されており, 当事者がいかなる契約形式を採用したかは関係しない｡ もっとも, 就労

形態の多様化に伴い, 指揮命令拘束性の有無が明確ではない実例も増えており, 労働者性の

判断が困難な場合も少なくないと言われている｡
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経済的に従属する自営業者については, ドイツでは, ｢労働者類似の者｣ というカテゴリー

が設けられており, 個別の法律により, 労働者に適用される法律が拡大して適用されている

(労働裁判所法, 連邦休暇法, 労働協約法等)｡

(２) フランス法

ドイツ法と同様に大陸法系に属するフランス法では, 労働法の適用範囲は, 労働契約・労

働者の概念と結びつけられてきている (社会保障法の適用範囲も労働者概念に基づいている)｡

労働契約・労働者の定義は法律では行われておらず, 判例に委ねられてきた｡ 判例上, 労働

契約, 労働者性のメルクマールとされたのは, ①労務提供, ②賃金の支払い, ③支配従属関

係の有無である｡ そこでいう支配従属関係とは, 基本的には人的従属性を指すものであり,

経済的従属性は考慮に入れられてこなかった｡ 但し判例は, 労働者概念について広く解釈す

る傾向を持っており, 1970年代には, ｢組織への統合 (service organise�) テスト｣ (労務提

供の条件が深く組織に統合された形で定められている場合で, 労働時間と労務提供の場所が

組織内で決定されていること, 使用する道具が組織の所有であること等が考慮される) を採

用し, 労務がどの程度組織に統合されているかによって労働者性を判断してきた｡

その一方で, フランス法では, 経済的に従属的な自営業者の問題は主として立法により解

決がなされてきており, あるカテゴリーの者を法律上, 労働者として扱うものとされたり

(営業販売員, 記者, 芸術家, モデル), また, あるカテゴリーの者については非労働者とし

ての扱いは維持したまま, 労働法上の規定を適用したりしている (ガソリンスタンド事業者,

ライセンス保持者, 独占的販売代理店, フランチャイズ加盟店等)｡

フランス法においても, 労働契約かどうかの判断は, 当事者が採用した労働契約の名称に

よって左右されるものではなく, 就労の実態に即して客観的に判断するものとされている｡

労働契約の定義の曖昧さは法的安定性を害するという見解もあり, 部分的には, ｢自営業者｣

として商業登記に登録している者は労働者ではないと推定するという法規定を置くという形

で対処が行われている｡

(３) イタリア法

イタリア法も, ドイツ法, フランス法と同様, 大陸法系の系譜に属し, 両国との共通点は

多いが, 幾つかの重要な点で違いもある｡ イタリアでは, ｢(従属) 労働者｣ の定義が法律に

おいて行われている (｢報酬と引き替えに, 自己の知的又は肉体的労働を, 企業長に従属し

て, その指揮下で提供することにより, 企業内で協働することを義務付けられている者｣ と

定義されている)｡ この定義は民法典上の定義なので, 労働法のみならず, 法律全般に妥当

するものである (但し, 社会保障法や税法の従属労働概念はやや広い)｡ イタリアでの労働

者性の判断基準として挙げられているのは, ①使用者の生産・組織構造に技術的機能的に統

合されているかどうか, ②指揮監督権限や懲戒権の行使の対象となるかどうか, ③営業上の
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リスクを負うかどうか, ④材料や道具の所有権の有無, ⑤場所的・時間的拘束性の有無, ⑥

賃金の支払方法 (固定給かどうか) 等である｡ イタリア法でも, ｢従属性｣ は基本的には人

的従属性を指し, 経済的従属性を意味するものではない｡ しかし, イタリア法では, 以前か

ら, 特定の企業に経済的に従属している個人自営業者を ｢準従属労働者｣ と呼び, 一定の労

働法上の規定の適用を認めていた (労働訴訟手続の適用, 労災保険制度の適用など)｡ さら

に, 最近の法律により, ｢プロジェクト労働｣ というカテゴリーが認められることになり,

一定の自営的労働者について, 仕事の量と質に比例した報酬の保障, 労災保険および労働安

全衛生規定の適用, 妊娠・疾病・負傷の場合の休職権の保障, 職務発明等の保障が認められ

ている｡

この他, イタリア法において注目されるのは, 労働者の定義問題を回避するために設けら

れた認証手続である｡ この新たな認証手続においては, 労使の代表者からなる団体等一定の

認証主体に対して, 労働契約の分類 (自営的労働か従属労働か) に関する助言を行う権限が

付与され, 認証された契約分類は裁判所が最終的な決定を下すまでは, 労働法だけでなく社

会保障や税法などとの関係でも有効とされるものである (但し, 当事者は, いつでも裁判所

に異議を申し立てることができる)｡ こうした手続により, 労働者性ないし労働契約性をめ

ぐる不明確性 (予測可能性の欠如) をできるだけ解消し, 紛争を軽減させようとしている｡

(４) スウェーデン法

スウェーデン法でも, 労働者概念は, 労働法の人的適用範囲を画する役割を果たしている

(但し, 社会保障法や租税法上の労働者概念とは異なるものと考えられている)｡ しかし, 労

働者を定義する法規定は存在しておらず, その定義は判例に委ねられてきた｡ スウェーデン

法でも, 労働者性の判断は, 契約の形式に関係なく, その実態に基づき行われるものとされ

ている｡ 判断基準として挙げられているのは, ①指揮の下で労働を遂行する個人の責務, ②

実際の労働の人的な遂行, ③労働の内容が予定されていないこと, ④当事者間の継続的な関

係, ⑤就業者が第三者のためのいかなる類似の労働も遂行することが禁じられていること,

⑥労働の内容, 時間および場所について, 就業者が使用者等の指揮命令の対象となること,

⑦就業者が使用者等が提供する機械・器具および原材料を使用することが前提とされている

こと, ⑧就業者がその出費を補償されること, ⑨報酬が少なくとも一部は保障された給料と

して支払われること, ⑩当該就業者の経済的・社会的状況が通常の労働者の状況と同じであ

ることであり, 特に⑩の ｢当該就業者の経済的・社会的状況｣ は, 労働者かどうかがはっき

りしないグレーゾーンの事案において決め手となっている｡

スウェーデン法では, 大陸法系諸国に共通して用いられていた ｢従属性｣ という概念は重

視されていないものの, 労働者性の判断基準として挙げられているものの大部分は, 大陸法

系諸国で人的従属性と呼ばれているものに相当すると言える｡ ただ, スウェーデン法では,

｢当該就業者の経済的・社会的状況｣ という判断要素があり, その解釈適用のいかんによっ
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ては, ｢経済的従属性｣ を考慮に入れることが可能であるし, 就労形態の多様化などを背景

に, 経済的従属性を重視した労働者性の判断をする方向への提言が行われている｡ ただ, そ

のための手法としては, 新たな立法ではなく, 判例による弾力的な対応が考えられている｡

スウェーデン法では, 労災保険法や安全衛生法などは自営業者にも適用されている｡ さら

に, 団体法である共同決定法は, ｢準労働者｣ というカテゴリーを設けて, 小規模事業主

(従属請負人) を, その適用範囲に含めている｡ ただ, 労働者概念の弾力的な解釈適用によ

り, ｢準労働者｣ は今日ではほとんど ｢労働者｣ に含めることが可能とされており, ｢準労働

者｣ という概念の重要性は低下している｡

(５) イギリス法

イギリス法では, 従来, 労働法は ｢労働者 (employee)｣ にのみ適用されていた｡ そこで

の労働者性 (あるいは労働契約性) の判断は, 判例に委ねられており, ｢指揮命令テスト｣,

｢編入テスト｣, ｢経済的実態テスト｣, ｢義務の相互性テスト｣ (使用者が就業者に労働を与え

る義務を負っているか, 就業者が使用者に要請された労働を引き受ける義務を負っているか)

などが用いられている｡ イギリス法では, 欧州大陸法系諸国で見られたような人的従属性だ

けでなく, ｢経済的実態テスト｣ のような経済的従属性も考慮した判断基準が用いられてい

る点が注目される｡

この他, 最近では, ｢労働者｣ に該当しない者でも経済的な従属性により保護の必要性が

あると考えられる者を ｢就労者 (worker)｣ として, 労働法の一部が適用されるようになっ

ている｡ ここでいう ｢就労者｣ とは, ｢個人が, 当該個人が遂行する職業的または商業的事

業の顧客としての地位を契約上有しない, 契約の他方当事者に, 個人的に労働またはサービ

スを提供し, または遂行することを約するその他の契約｣ を締結して労働する個人を指すも

のとされている｡ 具体的にはフリーランスの就業者, 個人事業主, 家内労働者, 随時的な就

業者がこれに含まれる｡ ｢就労者｣ には, 1998年全国最低賃金法, 1998年労働時間規則,

1998年公益情報開示法, 2000年パートタイム労働規則に基づく権利が保障され, また, 1992

年労働組合労働関係 (統合) 法により, ストライキの民事免責などの権利も与えられている｡

さらに, ｢労働者｣ や ｢就労者｣ に該当しない自営業者に対しても, 差別禁止法, 安全衛

生法の一部が適用される｡

(６) オーストラリア法

オーストラリア法では, 労働者のみを対象とする法律が存在するとともに, 請負契約で働

く自営的な労働者を保護の対象とする法律も存在している｡ 後者により, 自営的労働者に保

護が認められているのは, 性差別禁止, 団結の自由の保障, 安全衛生, 失業保険, 労災補償

である｡

労働者性の判断において中心的に考慮されるのは, 一方当事者の他方当事者に対する支配
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の程度であり, ①自己の道具を提供するか否か, ②労務遂行に伴う危険を負担しているか,

③他方当事者以外の者に労務を提供する自由が認められているか, ④当該労務遂行を他人に

委ねる自由があるか, に加え, ⑤報酬の形態, ⑥他方当事者の業務への統合の程度, が考慮

される｡ なお, オーストラリア法では, 日本法とは異なり, 労働者性の判断は, 労働関係の

実態に基づいて行うのではなく, 契約の文言を決め手とする形式的なアプローチを採用する

傾向にある｡

(７) アメリカ法

アメリカ法においても, 一般に労働者であることが労働法の適用要件とされているが, 労

働者を定義する一般的な法律はなく, 個別の法律で労働者の定義規定が置かれたり, 定義規

定がない場合には, 法律の目的に基づき労働者性の判断を画定しようとするアプローチが採

られてきている｡ 労働者性の具体的な判断基準として用いられてきたのは, ｢管理権基準｣

と ｢経済的実態基準｣ であり, アメリカにおける主要な連邦法 (公正労働基準法, 家族医療

休暇法, 差別禁止法) においては, 後者の ｢経済的実態基準｣ が用いられている (前者は,

コモン・ロー上発展してきた不法行為法上の使用者責任に関して適用されている)｡ 他方,

団体法の分野の全国労働関係法 (NLRA) においては, ｢管理権基準｣ が用いられている｡

公正労働基準法上の労働者とは, ｢使用者に雇用されるすべての個人｣ であると定義され,

さらに, ｢雇用とは, 黙示のうちに労務の供給を受け, あるいは, 労務の供給を認めた場合

も含む｡｣ と定められている｡ そして, この抽象的な定義の解釈に当たって, 判例は ｢経済

的実態基準｣ を採用しており, 契約当事者の合意内容に関係なく客観的に労働者性が判断さ

れる｡ 労災補償法については, 多くの州において, 労働者の範囲を広く解釈しようとする傾

向にある｡

２. 分析

(１) 労働法の適用範囲の画定

各国の法状況を概観すると, どの国においても, 労働法の適用範囲は, おおむね労働者概

念により画されているといってよい状況にあった｡ 但し, 労働法の一部については, 労働者

とされていない者にも及ぼされている国もあった (それが最も明確であるのが, ｢労働者｣

と ｢就労者｣ とを分けて, ｢就労者｣ にも一定の保護を認めているイギリス法である)｡

(２) 労働者概念の規定

労働者概念については, 民法典に労働者の定義があるイタリアを除き, 個別法, 団体法に

わたる統一的な定義を制定法により行っている国はなかった｡ 個別の法律により労働者の定

義をしている国は幾つか存在していたが, 実際上は, 労働者性の具体的な判断基準の定立は
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判例に委ねられているというのが各国に共通の現象であった｡

(３) 労働者概念の明確性の問題１―予見性の動揺

裁判所における労働者性の判断は, 労働契約当事者が選択した契約の形式に影響されない

というのが一般的な傾向である (例外はオーストラリア法｡ なお, アメリカ法における ｢管

理権基準｣ は当事者意思を判断要素とするが, 契約形式＝当事者意思の重視では必ずしもな

いと思われる)｡ この点は, 日本でも同じである｡ こうしたアプローチが採られる理由は,

基本的に労働契約上の弱者の保護という目的がある労働法 (とりわけ, 労働保護法) の適用

可能性を労働契約当事者の意思に委ねると, 実際上強い立場にある使用者の意向のみに基づ

いて労働法の適用回避が行われ, 労働法の保護目的が実現できなくなるという考慮があるか

らであろう｡ しかし一方, 裁判所が当該労働契約関係の実態に即して事後的に労働者性の判

断をする以上, 当事者の予期しない判断がなされる可能性が本来的に存在している｡

(４) 労働者概念の明確性の問題２―人的従属性基準の限界

ほとんどの国の法制において, 労働者性の判断が様々な判断要素の総合考慮となっている｡

総合的な判断というアプローチを採ることにより, 就労実態の変化に対応した弾力的な労働

者性の判断ができるというメリットがある｡ とはいえ, 多くの国において, 日本における

｢使用従属関係｣ に関する判断と同様, 人的従属性に着目した判断基準が採られてきており,

経済的な観点からの保護のニーズに対応できるような基準にはなっていない｡ しかも, 労働

者のカテゴリーの中においても, 徐々に指揮命令関係の有無が明確でない就労関係にある者

や時間的拘束性ないし場所的拘束性が弱い者などが増えており, 人的従属性を労働者性の中

心的な要素として機能させることにも限界が見え始めてきている｡

(５) 経済的従属性への着目

最近では, 労働者性の判断において, 経済的従属性を何らかの形で採り入れることが必要

であるということが, 各国でほぼ共通の問題意識となってきている｡ ただ, 現在のところ,

イギリス法やアメリカ法のように ｢経済的実態テスト (基準)｣ が実際に活用されている国

もあるものの, その他の国では, 労働者性の判断に経済的な判断基準を正面から採り入れる

取り組みは一般的なものとなっていない｡

(６) ｢保護｣ 対象の拡大

その一方で, ｢労働者｣ に該当しないが, 経済的従属性が認められるというタイプの就業

者に対して, 労働法上の一定の保護を拡大しようとする試みは, 様々な形で行われている｡

ドイツにおける ｢労働者類似の者｣, フランスの労働法典における ｢みなし労働者｣ や ｢非

労働者｣ への個別的な保護の拡張, イタリアにおける ｢準従属労働者｣ ないし ｢プロジェク
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ト労働｣ の試み, スウェーデンにおける ｢準労働者｣, イギリスにおける ｢就労者

(worker)｣ などがそれに該当する｡ 拡張されている保護の内容は各国で同じではないが,

全般的に見ると, 安全衛生や性差別に関する規定が拡張される傾向にあると言えよう｡

３. 労働者概念を巡る課題と展望－比較法的考察から示唆されること－

現在, 労働者概念を巡っては, 大きく分けて, ｢労働者概念の明確性｣ と ｢非労働者の要

保護性｣ という課題が突きつけられている｡ これらの課題は, 今回比較法の対象とした各国

でも, 実質的にはほぼ共通に現れていることが明らかとなった｡ 以下, 比較法的検討からど

のようなことが明らかとなったかを, 特に労働保護法を巡る議論に焦点を当てて検討を加え

る｡

(１) 労働者概念の明確性に向けた対応

｢労働者概念の明確性｣ については, 実質的に妥当な保護範囲を画定しようとすると, ど

うしても実態に即した判断をせざるをえなくなり, そのために, 当事者にとっての予測可能

性が害されることとなる｡ このような状況は, ある就業者が労働者か非労働者かを巡る紛争

を引き起こし易くなり, 法的安定性という点でも問題が大きい｡ しかしながら, 比較法上,

労働者概念を具体的かつ明確に定義したり, 労働者性の判断基準を一義的なものとしたりす

るというようなアプローチはほとんど見られない｡ 労働法の適用対象は普遍的なものではな

く, 産業構造, 就業実態, ライフスタイルの変化などにより弾力的に変わるものであること

から, 労働者概念もできるだけ柔構造であることが望ましいと考えられているものと推測で

きる｡

とはいえ, ｢労働者概念の明確性｣ という要請もプライオリティの高い要請であり, 多く

の国で労働者性の判断における明確性の欠如は問題点として指摘されている｡ この問題につ

いての決定的な解決方法は, まだどの国でも見つかっていないと言えるが, 例えばフランス

法にあるような, 商業登記への登録があれば自営業者 (非労働者) と推定するというような

アプローチは参考になる｡ さらに, イタリア法での最近の取り組みとして, 労使団体などに

おいて労働者性の判断 (労働契約か非労働契約かの分類) について当事者の申請により認証

するという手続を設けて, 当事者の異議に基づき裁判所が最終的な判断を下すまでは, その

認証された判断を通用させるというアプローチもある｡ 労使団体による認証判断は実際上の

通用力は大きいと考えられるので, 紛争の減少に結びつくことが期待される (スウェーデン

では, 訴訟前手続において交渉が行われることにより, 紛争数が少ないことも参考になる)｡

いずれにせよ, 就労形態が多様化し, 企業に対して労務を提供する個人の中に, 労働者か

どうかが明確でない ｢グレーゾーン｣ の者が増えてくると, 労働者性 (あるいは非労働者性)

についての客観的な指標を利用した推定規定を設けたり, あるいは, 事前の (信頼ある) 手

－ －8



続で労働者かどうかの判断を (暫定的であれ) 行ったりという手法は, 労働者概念の明確化

を実現する手法として注目を集めていくであろう｡

(２) 労働者とはいえないが同様の保護が必要な者への対応

｢非労働者の要保護性｣ という点については, 特に大陸法系諸国 (ドイツ, フランス, イ

タリア) では, 人的従属性を中心とする労働者概念では要保護性に対応した適切な人的範囲

の画定ができないということが問題とされているように見える｡ 経済的従属性を労働者性の

判断において考慮に入れることがあったアメリカ法やイギリス法とは異なり, 大陸法系の国

(ドイツ, フランス, イタリア) では, 労働者概念そのものを修正するのではなく, むしろ,

労働者概念は維持しながら一定の経済的に従属性のある非労働者のカテゴリーを抽出して,

労働者と同様の保護を与えようとするアプローチが採られているとみることができる｡ 確か

に, 経済的従属性を労働者概念に採り入れると, 労働者性の判断基準はますます複雑で不明

確なものとなるので, 労働者概念そのものには変化を加えようとしない大陸法系諸国のアプ

ローチは理解しうるところである｡ とはいえ, 仮に限定的であるとしても, 経済的従属性の

ある就業者に労働法上の保護を拡張する以上, 経済的従属性についても, ある程度の具体的

な定義は必要であり, こうした具体的かつ明確な定義がなされなければ, 上述の ｢労働者概

念の明確性｣ (の欠如) と同様の問題が生じることになる｡ フランス法のように一定の具体

的なカテゴリーの就業者に限定して労働法上の保護を拡張するという場合であれば, 明確性

の欠如という問題も解消できるが, より一般的に要保護性に応じて経済的従属性のある非労

働者をターゲットにしようとすると, 基準の明確性を保持することは困難となるであろう｡

もっとも, こうした基準の不明確性の問題点を多少なりとも軽減するために, 一定の限定

された保護規定についてのみ非労働者に拡張するという方法を採ることも考えられる｡ この

点, 各国の法制を見ると, やはり労働者と非労働者との間の格差は厳然として存在している

ものの, 性差別, 安全衛生, 労災補償 (幾つかの国では社会保障法上の制度と位置付けられ

ている), さらには団体法上の権利などが, 非労働者に保障されている例が目に付く｡ 今後

は, どのような保護規定について非労働者に拡張可能かを検討していくことも必要といえる

であろう｡ 但し, このような作業をする際も, 各保護規定ごとに, どの範囲の非労働者を保

護の対象に含めるかという基準を画定することが必要であり, やはり基準の明確性を巡る問

題は残ることとなる｡

以上の検討から判ることは, 労働者概念を巡る各国の法状況には, 日本法の状況と共通し

ている部分がかなり多いということである｡ 本報告書での比較法的検討から, 日本法の抱え

る問題の解決策を直ちに見出すことができるわけではないのはもちろんであるが, 各国での

様々な取り組みは日本法との関係でも十分参考になろう｡ そして, これらの比較法的考察の

成果を土台として, 日本法に適した解決を模索していくことが今求められていると言えるで

あろう｡
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